
第37回国研集会 個人アンケート まとめ

回答総数：149（web回答）+692(農林)＝841名

1. 一般質問
• Q1～Q4

2. 全体質問
• Q5、Q9、Q10

3. 研究系の方に対する質問
• Q6、Q7

4. 研究系以外の方に対する質問
• Q8

訂正をお願いします

今年のテーマに関する質問



農林以外

農林：農林以外＝５：１





0 10 20 30 40 50 60 70

物品の調達に時間がかかる。

特に問題ない

個人の業績評価がうまく行われていない。

日常的なコミュニケーションが希薄になっている。

打ち合わせや会議が多すぎる・長すぎる。

他部署との連携がうまくいかない。

幹部や上層部の意向が現場に伝わってこない。

現場の声が組織運営に反映されない。

組織内の手続きが煩雑すぎる。

昨年との比較



0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

聞いたことがない。

名前は聞いたことがあるが、よく知らない。

よく知っている。

割合



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

特に動きはない。

職場で、ソサエティ5.0に関する説明があった。

ソサエティ5.0に関連する部署ができた。

ソサエティ5.0に関連する研究（準備）が開始・奨励されてい
る。

ソサエティ5.0に関連した用語をよく聞くようになった。

割合





0 50 100 150 200 250 300 350 400

特に問題ない

国・独法・大学・民間等性格の異なる組織間で同じ外部資金の奪い合いになるため、組織の特色が
薄れてきている。

パーマネントの若手研究者の採用ができず、研究の継続・技術水準の維持・人材育成が困難になっ
てきている。

外部資金獲得のための事務量が増え、研究業務に充てる時間が減ってきている。

研究支援スタッフの雇用が継続できず、研究推進が困難になってきている。

安定的な研究資金の確保ができず、研究を継続・発展させることが困難になってきている。

短期間で成果が出るような外部資金を取りやすい研究が重視される一方で目的基礎研究が軽視さ
れ、研究シーズが枯れてきている。

昨年との比較



0 50 100 150 200 250

その他

優先順位は落ちるが、他からの予算の獲得が見込めない時は検討する。

他の制度と分け隔てなく自分の研究分野とマッチするものがあれば検討する。

自分の研究分野とマッチするものがあっても検討しない。

昨年との比較





0 5 10 15 20 25

特に問題ない。

繁忙期とそれ以外で業務量に差が大きすぎる。

新規採用職員の人員配置が適切でない。

管理職の人材育成が十分でない。

特定の部署に業務が集中している。

予算が足りていない。

職員の年齢構成が均等でないため人材育成・技術の継承が困難である。

絶対的な人員が足りていない。

業務が効率化されるどころか煩雑化している。

以外

昨年との比較
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